
令和４年６月２８日
県 土 整 備 部

１ 取組概要

流域治水の取組状況について
令和６年６月１７日
県 土 整 備 部

「流域治水」取組の３つの柱

取組み
の柱

（１）氾濫をできるだけ防ぐ・減らす
（主にハード対策）

（２）被害対象を減少させる
（主にソフト対策）

（３）被害の軽減、早期復旧・復興
（主にソフト対策）

対策
内容

（河川区域）

・ 河川整備

・ 流下能力向上・持続化対策

・ 遊水地改良 等

（集水域）

・ 利水ダムにおける事前放流

・ 森林整備・治山対策

・ 水田貯留 等

・ 災害リスクを考慮した立地適正化

計画の作成および居住誘導

・ 土地利用規制・誘導

・ 家屋移転、かさ上げ補助制度創設

・ 雪対策との連携（高床住宅） 等

・ 水害リスク情報空白域の解消

・ 可搬式排水ポンプの配備

・ 防災教育の推進

・ マイ・タイムラインの普及促進

・ 雨量・河川水位情報の発信

・ まるごとまちごとハザードマップ

・ 要配慮者利用施設の避難計画作成

・ 広域連携による避難体制強化 等

特定都市河川の指定 ▶▶▶ 法的枠組みを活用した「流域治水」の本格的な実践

平成３０年８月豪雨

令和元年東日本台風

令和２年７月豪雨

令和４年８月大雨
県内における1時間降雨量30mm以上の発生回数及び年間最大1時間降水量の推移（S59～R5）

 国・県・市町村等で構成する「流域治水協議会」を設立し、水系毎に「流域治水プロジェクト」を策定

 流域のあらゆる関係者が協働し、ハード・ソフト一体となって、流域全体で水害を軽減させる「流域
治水」を計画的に推進

気候変動の影響による豪雨災害の激甚化・頻発化

県内においても毎年のように
豪雨による災害が発生!!!
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回(10年移動平均)

年最大（㎜/ｈ）

Ｈ26～Ｒ5
平均 23.2回

Ｈ16～Ｈ25
平均 14.5回H6～Ｈ15

平均 11.1回

S59～Ｈ5
平均 4.9回 10年平均が4.7倍に増加S59～H5
平均4.9回

H26～R5
平均23.2回

 上記以外で被災した河川管理施設129箇所

完成状況（小白川）

２ 令和4年８月大雨により被災した河川施設の復旧状況

小白川

萩生川

飯豊町役場◎

道の駅

萩生川 2.1km

小白川 2.4km

1工区 2 43

1工区 2 3 4 5

【完成】

萩生橋

大巻橋

JR橋

R6
発注

改良復旧工事箇所図

令和６年5月までに106箇所（８割）が完成

再度災害を防止するため、令和7年度完成を目標に
河道拡幅・蛇行の是正による「改良復旧」を実施

 大規模な溢水被害が発生した萩生川・小白川

令和5年度までに
９割の区間で工事着手9工区中１工区完成

▶▶▶

施工状況（萩生川）

令和6年度完成を目標に復旧▶▶▶
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 近年洪水に対し浸水被害の解消を図るため、国土強靱化予算等を活用し、概ね10年（令和2年度～
11年度）で37河川３9か所について集中的に河川整備を実施中

古佐川（河北町）

月布川・市の沢川（大江町）

和田川（高畠町）

大旦川（村山市）

角間沢川（戸沢村）

吉野川（南陽市）

須川（山形市）

野呂川（山形市）

湯尻川（鶴岡市）

京田川（鶴岡市・庄内町）

最上小国川（最上町）

五十沢川（大石田町）

樽川（天童市）

小鶴沢川（山辺町）

月布川(上流)(大江町)

古佐川(上流)(河北町)

送橋川(朝日町)

白水川（東根市）

小見川（東根市）

荷口川（東根市）

宇津野沢川（庄内町）

新井田川（酒田市）

黒瀬川（鶴岡市）

滝渕川（遊佐町）

矢引川（鶴岡市）

中野俣川（酒田市）

村山高瀬川（山形市）

指首野川（新庄市）

馬見ヶ崎川（山形市）

屋代川（高畠町）

月光川（遊佐町）

松尾川（山形市）

誕生川（米沢市）

羽黒川（米沢市）

大門川（山形市）

荒町川(上山市)

小白川（飯豊町）

萩生川（飯豊町）

最上小国川（舟形町）

集中的に河川整備を実施する箇所

 流域治水に係る情報発信として、河川整備の進捗状況を
県ホームページに掲載（令和6年4月）

▼県ホームページに掲載する
河川整備進捗状況は
QRコードからアクセス可能

堆積土砂や支障木の撤去による治水効果事例：前川（上山市北町）令和2年7月豪雨

水位を約40cm(推定)低下

R2.7
豪雨

R2.2対策

 近年の豪雨による土砂流出に伴う再堆積を抑制する

ため、床止め工を設置（令和5年度までに25基）

○ 平成24年度から堆積土砂や支障木の計画的な撤去に着手

○ 令和４年度からは緊急浚渫推進事業債・緊急自然災害防止対策事業債を活用し、令和７年度までの

４か年で計画的・集中的な対策を実施

Ⅰ 県の河川整備の状況

Ⅱ 流下能力向上・持続化対策

土砂流出を抑制し河道の安定化

床止め工設置効果事例：野尻川（尾花沢市寺内）

 対策後はドローン等を活用しモニタリング（経過観
察）を行い事業効果を検証

令和５年度までに８か所が完成

進捗状況の見える化

 計画目標（流下能力向上対策区間230km）に対して
令和５年度までに約150ｋｍ（65％）実施

モニタリング事例：天王川（米沢市八幡原）

完成 １年後着工前

支障木の繁茂なし
目立った堆積なし

深掘れ➡破損

再堆積

床止めにより

再堆積を抑制

➡護岸保護

床止め

再堆積の抑制

床止め工設置効果イメージ

（縦断図）
■ これまで

■ 対策後

2

３ 取組状況

ピーク水位(対策なし推定)▽

ピーク水位
(実測2.55m) 氾濫危険水位

(2.00m)

堆積土砂撤去

【凡例】
□：令和5年度まで完了、■：災害改良復旧事業

37河川39か所について ▶
箇所ごとの進捗状況を公開

🔎拡大



洪水浸水想定区域を指定していない河川において、近年氾濫による浸水被害が全国各地で発生!!!

 県は未指定484河川を追加指定し、市町村
へ提供
（市町村はハザードマップにより住民へ周知）

Ⅲ 水害リスク情報空白域の解消（洪水浸水想定区域の追加指定）

 政府は令和３年水防法を改正し、洪水浸水
想定区域の指定対象を全ての一級・二級
河川に拡大

Ⅳ 可搬式排水ポンプの配備
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東南村山

東南置賜

西置賜

西村山
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庄内

最上

山形河国
南陽災害対策車ステーション

山形河国
寒河江災害対策車車庫

新庄河川
大石田災害対策車

ステーション

新庄河川
蔵岡災害対策車ステーション

新庄河川
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 公所間での広域派遣や市町村要請を受けた
出動も可能

県内（国・県・市町村）の配備状況

ポンプ車 可搬式

村山管内 5台 29台

最上管内 4台 9台

置賜管内 3台 6台

庄内管内 5台 2台

合計 17台 46台

※ 排出量が毎分３m3以上のものを掲載
※ 出典元：「山形県水防計画書」

可搬式排水ポンプ（資機材一体化）

溜まった水を排水し
浸水被害を軽減

R4稼働状況（黒川:川西町黒川）

Ⅴ 水害リスクの自分事化

 防災教育を推進するため、職員出前講座を開催

令和5年9月7日 山形大学付属特別支援学校

村山地域は令和6年6月14日に指定

県では河川氾濫や内水による浸水被害軽減
のため、可搬式排水ポンプを県内７公所に
計９台配備

○ 石子沢川流域は市街化が進展し、河道拡幅が困難な河川

○ 令和2年7月豪雨や令和４年８月大雨で浸水被害が発生

石子沢川における流域水害対策のイメージ

 国土交通省が特定都市河川に指定（令和６年３月）

雨水貯留浸透施設の整備

貯水槽設置箇所

排水桝

整備イメージ（長井市新庁舎駐車場雨水貯水槽）

Ⅵ 特定都市河川の指定（石子沢川流域（中山町・山辺町））

追加指定のイメージ

▼ 県ホームページに
掲載する洪水浸水
想定区域図はQR
コードからアクセス
可能

 県民一人ひとり防災行動計画（ﾏｲ・ﾀｲﾑﾗｲﾝ）の
作成支援

令和5年11月18日 中山町

▶▶▶ 法的枠組みを活用した

「流域治水」の本格実践

▶▶▶ 具体的な対策は国・県・

町等が協働して「流域

水害対策計画」で策定

（今年度予定） 「流域水害対策協議会」発足 令和6年4月24日 3

氾濫域

氾濫域

森林保全活動

砂防堰堤整備
公共施設の再配置検討

雨水貯留浸透施設整備

河道掘削

排水機場

水門

河道掘削

石子沢川で取り組む流域水害対策のイメージ

田んぼダム

ワンコイン浸水センサ

その他は令和7年3月指定予定


